
➊【立体交差付近の壁画】
大きな駅の証明：入口と出口が別々　

駅の前に堀川運河が流れ、駅前広場が 

無かった

➌【1階ホームのトラス組み】
筑豊本線と鹿児島本線が斜めに交差して

いるため、複雑な屋根組構造になった

❷【日本最古の立体交差】
蒸気機関車の蒸気があたっていた部分は

きれいな赤煉瓦色のままで、上部はススで

真っ黒になった

❾【立体交差の上・鹿児島本線】
筑豊本線に蒸気機関車が通るたびに  
立体交差部分のすき間から煙が吹き  
上げ、 鹿児島本線は煙まみれになった

➎【西側・赤煉瓦連絡通路】
1911（明治44）年 連絡通路が完成し利便性

が高まった。アーチの濃い色の部分は意匠

で、コントラストをつけたデザインである

➍【折尾駅舎の裏側と立体交差】
1895（明治28）年 鉄道が立体交差した部分に

駅がつくられた。筑豊本線のホーム（側面）は
約120年前の御影石を見ることができる

❽【東側・赤煉瓦連絡通路】
1918（大正7）年連絡通路が完成し、東口と
4・5ホームが最短距離で行き来できるよ
うになった   2017（平成29）年10月15日まで

⓫【古軌条（古いレール）の支柱】
電車開通時のレールはカーネギー製や 
メリーランド製など輸入品だった
使用済みのレールはホームの支柱などに
リサイクルされていた

折尾のシンボル 『旧・折尾駅』　　利便性を追求した結果 「迷路のような駅」 になった？！

折 尾 駅 の 歴 史 折 尾 駅 舎 外 壁 の 移 り 変 り

【ハーフティンバー様式】
柱などの骨組みが外に出た外壁
（ヨーロッパなどで見られる）
1916（大正5）年 増築　

【コロニアル様式】
無駄な装飾が無い外壁
（アメリカ西部劇などで見られる）
1948（昭和23）年 補修

折尾駅前の再開発時に、木から
サイディングボードの外壁に
なり、屋根中央の半切妻破風に
車輪半分の装飾がつく 
1979（昭和54）年 大改修 
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【筑豊本線のホーム】
御影石：1895（明治28）年当時の
まま、現在も使用している

【鹿児島本線のホーム】
赤煉瓦：1895（明治28）年当時の
まま使用されていた

当初の赤煉瓦

2017（平成29）年
1月1日まで使用

バリアフリー化
工事の嵩上げ

車両の高さに
合わせる嵩上げ

1988（昭和63）年
折尾駅舎の屋根を真似て
つくられた

【赤煉瓦連絡通路】
1918（大正7）年完成

【赤煉瓦連絡通路】
1911（明治44）年完成

駅の一部（鷹見口）が
東口から150ｍ

離れた場所にある
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❼【待合室】
両方の欅の支柱に丸椅子があったが

改札口の入口と出口を集約した時に

片方のみになる

【真鍮（しんちゅう）の手すり】
手すりを使用する人が多く、色あせることなく

ほぼ金ぴかのままだった

➏【御影石の階段】
踊り場が無く、急な勾配で
表面はすり減って湾曲し
危険防止のためコーティング
されていた

※エレベーター・スロープ設置 2004（平成16）年
3番ホーム：荷物用エレベーター跡にエレベーター設置
6番ホーム：スロープ設置された （署名数：約115,000人）

 一旦、駅の
外に出て乗り
換える珍しい駅

新・折尾駅に活用される
（折尾出張所で保存展示）

（丸和）

【建物財産票】 
第1号 駅本屋
大正6年7月
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【横断禁止の踏切】

写真：香山義憲

【動 画】
旧・折尾駅
約125年の歴史

【折尾紹介】
歴史や文化
学生の街

2012年12月6日：旧・折尾駅舎閉鎖、2013年：解体 
2017年1月2日:鹿児島本線/新ホームへ移行（暫定）
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